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こころみのvision, mission, value

Vision; どんな世界を目指すのか

Mission; その世界の実現のために何を⾏うのか

Value; どのような組織であるべきか

すべての孤独と孤⽴をなくすすべての孤独と孤⽴をなくす

コミュニケーションによって人をつなげるコミュニケーションによって人をつなげる

究極の聞き上手テクノロジー集団究極の聞き上手テクノロジー集団
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サービスラインナップ
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会話型⾒守りサービス 親のための自分史作成

コミュニケーションによって親子の絆を深める
親御さんを元気に！

親子コミュニケーションを活性化

お子様の、親御さんの状況把握を可能に

親御さんの元気で、お子様もハッピーに



孤独について



１日にどれくらい人と話をしていますか？



⼀⼈暮らし⾼齢者の会話頻度

40.8%
「2-3日に１回」以下

毎日

出所：国⽴社会保障・⼈⼝問題研究所 ２０１３年７⽉ 「生活と支え合いに関する調査結果の概要」



⼀⼈暮らし⾼齢者の会話頻度（男性）

33.2%
「2-3日に１回」以下

毎日

16.7%
「2週間に１回」以下

出所：国⽴社会保障・⼈⼝問題研究所 ２０１３年７⽉ 「生活と支え合いに関する調査結果の概要」



孤独は健康にわるい
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4月22日付・読売新聞朝刊社会面
「孤独のリスク１．４倍。」





「つながりプラス」

絆を深める会話型⾒守りサービス



担当制 初回訪問＋毎週2回の電話 → メールで報告

担当制 専任の担当者が２人一組で、初回訪
問から毎回の電話まで担当します

初回
訪問

ご⾃宅かご近所まで直接うかがうことで
信頼関係を構築します

定期的にお電話し、
ご本人のお話したいことをお聞きします

週２回
お電話

毎回
レポート

その都度、その⽇のうちに
「聞き書き」レポートをお送りします

担当制

初回
訪問
初回
訪問

週２回
お電話
週２回
お電話

毎回
レポート
毎回
レポート
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「つながりプラス」サービスポイント



聞き書きレポートサンプル
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親子のなかだちに入る３つの効果

元気に！

わかる
つながる

⾒通しが
つく

第三者との定期的な会話は、日常生活の
活性化を促します。
また、会話は認知症対策や歩⾏⼒の維持
にも役⽴つと⾔われています。

体調など直接言いにくいことが伝わるよう
になります。
様子がわかることで会話のきっかけができ、
親子のコミュニケーションを増やします

親御さんの状況を常に把握できるため、
介護など将来に向けた心構えができます。
また、異変があった場合に早期の対策が
可能になります

「つながりプラス」の効果
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実例紹介



事例：腰が痛い



事例：孫が来ない



事例：指輪を売らされた



事例：焼⾁



プロのコミュニケーター&専門会社だからできるコミュニケーションサービス

傾聴スキル

⽼年⼼理学
アプローチ
⽼年⼼理学
アプローチ

演劇
アプローチ
演劇

アプローチ

認知症に関する
⽅法論

認知症に関する
⽅法論

実会話からの
フィードバック

佐藤眞一
⼼理学教授

小沼朝生
俳優・著述家

⻑⾕川嘉哉
精神科医

４分野の専⾨家の協⼒を得て開発された独⾃のコミュニケーションプログラムを
トレーニングおよびサービス提供に展開しているからできる独自のモデルです

日常生活の活性化

リスクヘッジ

健康維持

⾃⽴期間を延ばすポイント

消費者問題対応
⽅法論

消費者問題対応
⽅法論

プロの第三者が
傾聴をするから
家族以上に話せ
る関係ができる

適切な情報収集と
ご家族への報告

家族の負担減

第三者がともに⾒ている
安心感
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